
八

第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ハ

の
措

置
を
講
じ
、
か
つ
、
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る

事
業
主

訓
練
修
了
者
等
対
象
者
一
人
に
つ
き

百
二
万
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
訓
練

修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
百
十
四
万
円
、
そ
の

他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
九
十
万
円
（
中
小
企

業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
訓
練
修
了
者
等
対
象

者
一
人
に
つ
き
百
二
十
万
円
、
母
子
家
庭
等
の

母
等
で
あ
る
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
百

三
十
二
万
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き

百
八
万
円
）

九

第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ハ

の
措

置
を
講
じ
、
か
つ
、
生
産
性
要
件
に
該
当
し
な

い
事
業
主

訓
練
修
了
者
等
対
象
者
一
人
に
つ

き
五
十
四
万
六
千
二
百
五
十
円
、
母
子
家
庭
等

の
母
等
で
あ
る
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き

五
十
九
万
三
千
七
百
五
十
円
、
そ
の
他
の
対
象

者
一
人
に
つ
き
四
十
九
万
八
千
七
百
五
十
円

（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
訓
練
修
了

者
等
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
一
万
七
千
五
百

円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
訓
練
修
了
対

象
者
一
人
に
つ
き
六
十
六
万
五
千
円
、
そ
の
他

の
対
象
者
一
人
に
つ
き
五
十
七
万
円
）

十

第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ハ

の
措

置
を
講
じ
、
か
つ
、
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る

事
業
主

訓
練
修
了
者
等
対
象
者
一
人
に
つ
き

六
十
九
万
円
、
母
子
家
庭
等
の
母
等
で
あ
る
訓

練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ
き
七
十
五
万
円
、
そ

の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ
き
六
十
三
万
円
（
中

小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
訓
練
修
了
者
等

対
象
者
一
人
に
つ
き
七
十
八
万
円
、
母
子
家
庭

等
の
母
等
で
あ
る
訓
練
修
了
対
象
者
一
人
に
つ

き
八
十
四
万
円
、
そ
の
他
の
対
象
者
一
人
に
つ

き
七
十
二
万
円
）

２

第
百
十
八
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
場
合
に

お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
項

第
一
号
、
第
五
号
、
第
七
号
及
び
第
九
号
中
「
円

（
中
小
企
業
事
業
主
」
と
あ
る
の
は
「
円
及
び
当

該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
七
万

千
二
百
五
十
円
（
中
小
企
業
事
業
主
」
と
、「
円
）」

と
あ
る
の
は
「
円
及
び
当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た

一
の
事
業
所
に
つ
き
九
万
五
千
円
）」と
、第
二
号
、

第
六
号
、
第
八
号
及
び
第
十
号
中
「
円
（
中
小
企

業
事
業
主
」
と
あ
る
の
は
「
円
及
び
当
該
措
置
が

実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
九
万
円
（
中
小

企
業
事
業
主
」
と
、「
円
）」と
あ
る
の
は
「
円
及
び

当
該
措
置
が
実
施
さ
れ
た
一
の
事
業
所
に
つ
き
十

二
万
円
）」と
す
る
。

第
十
七
条
の
三

第
百
十
八
条
の
二
第
十
三
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
九
月
三
十
日

ま
で
の
間
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規

定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
十
七
条
の
三

第
百
十
八
条
の
二
第
十
四
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
九
月
三
十
日

ま
で
の
間
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規

定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
十
三

項
第
一

号
ハ

（
略
）

（
略
）

第
十
四

項
第
一

号
ハ

（
略
）

（
略
）

第
十
三

項
第
二

号

（
略
）

（
略
）

第
十
四

項
第
二

号

（
略
）

（
略
）

（
能
力
開
発
事
業
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

（
能
力
開
発
事
業
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
七
条
の
七
の
二

法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
三

号
に
掲
げ
る
事
業
は
、
第
百
二
十
九
条
に
規
定
す

る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
十
七
条
の
七
の
二

法
第
六
十
三
条
第
一
項
第
三

号
に
掲
げ
る
事
業
は
、
第
百
二
十
九
条
に
規
定
す

る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

令
和
四
年
度
ま
で
の
間
、
令
和
二
年
一
月
二

十
四
日
以
後
に
離
職
し
た
求
職
者
に
対
し
て
、

再
就
職
を
容
易
に
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
及

び
技
能
の
習
得
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
講
習

を
学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
若
し

く
は
高
等
専
門
学
校
又
は
同
法
第
百
二
十
四
条

に
規
定
す
る
専
修
学
校
に
委
託
し
て
実
施
す
る

こ
と
。

二

令
和
三
年
度
ま
で
の
間
、
令
和
二
年
一
月
二

十
四
日
以
後
に
離
職
し
た
求
職
者
に
対
し
て
、

再
就
職
を
容
易
に
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
及

び
技
能
の
習
得
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
講
習

を
学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
又
は

高
等
専
門
学
校
に
委
託
し
て
実
施
す
る
こ
と
。
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